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多摩川で樹木伐採を実施
川の中や高水敷に生えている樹木

は、洪水時に川の流れを妨げたり樹木

そのものが押し流されて下流で被害を

もたらしたりします。樹木のなかには

ハリエンジュなどの外来種もありま

す。

そのため、京浜河川事務所では多摩

川稲城大橋付近の樹木の伐採を実施し

ました。

令和 2年 6月下旬から 7月下旬の間
にかけて約１０万平方メートル（東京

ドーム約２個分）で作業を行い、伐採

木の総量は２千立米以上になりまし

た。

2020年 
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RCM 事務局より

幻のオリンピック in 鶴見川、、、2020 年の東京オリンピックは来年に延期されましたが、前回の 1964 年より前の 1940 年に中
止になった東京オリンピックでは、鶴見川末吉橋付近（鶴見川 5.9km）でボート競技が予定されていました。開催されていたらど
んな様子だったのでしょうね。ちなみにボート競技会場は 1964 年は埼玉県戸田市、来年は江東区の東京湾です。暑い日が続きま
すが皆様ご自愛下さい。。        RCM 事務局 鈴木、関屋 

１３分で空にすることができます。照明車は

２０００ワットの照明を六灯備えており５０

メートル先で新聞が読むことができる明るさ

です。

9月には再度自治体職員向けの講習会も予定
しております。

台風や大雨の時に市街地などに溢れた水を川の

中に排水している映像をニュースなどでご覧に

なった方もいらっしゃることと思いますが、京浜

河川事務所でもポンプ車２台、照明車１台を保有

しており、いざというときに被災した自治体から

の要請に応えられるようになっています。

１月に実施した自治体職員向けの講習会の模様

を川の市民情報２月号でお伝えしましたが、今回

は 7月３０日に京浜河川事務所職員を対象に、事
務所横の鶴見川で操作訓練を実施しました。

ポンプ車は、一分間に三万リットルの水を排水

する能力を有しており、２５メートルプールを

相模川分科会 中谷亜子さまより 
相模川右岸堤防平塚市中堂地先川表道路にて、陥没箇所を何カ所も発見しました。 

水はけが悪く、通行に不便で危険でもあるため、住民ら有志で緊急的に穴埋めをしたりし

ましたが、近隣地域の住民・農業従事者・ベルマーレ関係の利用者など、多くの通行人及び

車両のために至急国の方でも砂利を追加するなど、維持管理・整備をして戴きたいと思い

ます。よろしくお願い申し上げます。 

【ご報告ありがとうございます。ご連絡頂きました陥没についてですが、当該箇所は高水敷

であり洪水時の水の流下に影響の無いと判断される範囲においては現状を維持した管理と

なります。歩行者の転落等の恐れがある場合は緊急で埋め戻しなどの維持対応を行いま

すが、頂いた写真状況においては陥没の進行を河川パトロールなどで注視しつつ河川監理

を行っていく予定としています。なお、歩行者の通行にあたっては、馬入ふれあい公園まで

の間、散策路も整備しています。また、緊急的に住民有志にて穴埋め頂いたとのことですが

埋め戻しの状況により河川法 27 条に基づく土地の形状変更申請若しくは一時使用届の提

出が必要になる場合がありますので、緊急作業を予定されているとの情報が入った場合は

出張所への連絡をお願いするようご指導のほど、よろしくお願い致します。】

7 月の御報告より

今回は、2件のご報告を頂きました！
令和 2年 7月RCM活動報告 


